
四
 
が主
催
し
、県
の
脇
賛
およ
び
農
料
 

月
？
『
 り
二
“『
a
二
才
Z
z
し
メ
 ”
 

》
 ま
し
て
第
三
回
青
森
県
農
業
祭
を
聞
 

ー
ー
 

ノ
‘
．
 
．
ー
 

代
に
相
応
し
い
近
代
的
な農
業
経
営
”
 

（
 催
す
る
こ
と
に
な
に
ま
し
た
〕
近
年
 
は印
し
あ
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
 
るぺ
く
こ
ぞ
つ
て
立
ち
あ
が
る時
期
 
農
村
議
へ
の
騒
を

深
め
る
こ
と
“
 

』
 わ
が
国
の産
業
経
済
は
め
奮
し

い
 
し
か
し
な
が
ら
生
産
が
大
巾
に
拡
大
 
に
至
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
．
 
に
寄
り
出
来
れ
ば
言
回

県
農
業
祭
”
 

一
 発
展
を
と
げ
な
か
で
も
工
業
騎
に
！

さ
れ
て
い
るに
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
 
当
勢

は
肥
沃
な
津
軽
平
野
に
位
し
 
を開
催
い
た
寸こ
と
に
な
つ
た
の
で“
 

一
 お
い
て
顕著
な
こ
と
は
み
な
さ
ま
周
 が
他
産
業
にく
ら
べ
て非
常
に
た
ち
 ほ
う
b
よ
っ
な
誉
に
加
え
て
り
ん
 
あ
り
ます
 
伺
卒
こ
の
曹
に
ご

賛

”
 

」
 知
の
と
お
り
で
山
り
ま
す
o
ひ
る
が
 お
く
れ
を
み
せ
、
現
在
転
機
に
た
た
 
ご
の
斗
産
地
と
し
て
古
く
か
ら
豊か
 
同
くだ
さ
れ
格
別
の
ご支
援
と
ご
協
”
 

一
 え
つ
て
農
業
を
み
ま
す
と
き稲
作
は
 さ
れ
て
お
り
、そ
の
打
開
策
が
強
く
 
な
農
耕
地
帯
霧

成
し
て
参
つ
た
の
 
力
をお
馴
い
いた
し
盛
況
裡
に終
ら

岬
 

”
 ド
E
皇

ノ
、l
J
'l
Jこ
ド
・
t
 ー
 

コ
二
ー
ノJ
ヘ
イ
ノ
，
‘l
ィ
 

」
一
不
，
！

堂
に
集
め
てお
こ
な
い
本
》
 

一
市
民の
み
なさ
王
、こe
た
び
当
市
叫
辰
業
衣
示
掲
雀

に
あ

た
つ
て
 
農
業

に
関
す
る
名
種
資
料
、
機
械
の一
 

農
業
祭
開

催
に
あ

た
つ
て
 

＼
省
は
じめ
各
関
係団
休
の後
援
を得
 

市
 
長
 

山
内
 
久
三

郎
 
操
喋

漬
准

沈
、
沈
濡
『
 

市
 
長
 

山
内
 

久
「
廊
 

る
ぺ
く
こ
ぞ
つ
て
立
ち
あ
が
る時
期
 

に
至
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
、
 

当
地
方
は
肥
沃な
津
軽
平
野
に
位
し
 

ほ
う
b
よ
つ
な
米
作
に
加
え
てり
ん
 

ご
の
斗
産
地
と
し
て
古
く
か
ら
豊か
 

一
影
“競
讐

師
和
釘
編
勲
競
「
襲
轟
範
餌

馴
糾経
割
せ
てい
だ
考
元
いと
思い
ま
す
o
一
 

で
あ
り
ま
す
か
さ
ら
に
農
業
経
営
の
 

な
農
耕
地
帯
を
形成
し
て
参
つ
た
の
 

農
業
祭
の幸
休
行
事
で
あ
る
農
産
物
共

で
あ
る
［
 

進
会
に
は
約
五
下
点
が
県
各
地
か
ら出
県
議
会
議
長
、
市
議
会
議
長
、
県
市
長

品
さ
れ
る
が
こ
れ
に
は
農
林
大臣
武
十
会
々
長
、
県
町
村
長
会
々
長
、
農
協
中
 

「
薫
、
県
知
事
賞
十
五
点
、
市
長
賞
太
一央
会
長
、共
済
連
会
長
、
り
ん
ご
協
会
 た

長
、
産
米
改
良
協
会
た
長
、県
信
述
 。
生
話
改
苫
の
剖
 

会
長
、
農
業
普
及
会
々
長
、
農
業
会
議
一
坂
本静
枝
〔県
専
門
技
術
員
〕
、
開
米

ん
長
、
県
巾
議
会
議
長
会
長
、東
奥
日
 
満
か
五農
】
、
田
沢
イ
ネ
〔
同
 

報
社
、
日
木
緬
T
協
会
 
〇
り
ん
ご
、

そ
の
他
の
果
実の
部

・

福
島
住
雄
〔
県
リ
ん
ご
試
験
場
〕
、三

浦
淳
平
〔同
〕
、
津
川
力
〔
同
〕
、赤

平
広
太
郎

〔県
専
門
技
術
員
〕
、
市
田
 

 

副

賞

寄
贈

者
 

 

点
が
そ
れ
ぞ
れ
優
賞
者
に
お
く
ら
れ
る

ま
た
副
貧
寄
贈団
体
は
つ
ぎ
の
とお
り
 

・
 

三
ミ
，一
．
三
ら
三
三
三
三
，一
一ニ
三
〒I
三
三
【E
三
三
三
三ご
g
三
？
？三
三
ニ三
ョ
E
？
三
！
‘
！
三
三gョ
己
」
三
三
三
三
三
て
．叫
 

)
 

‘
 
年
も
ま
た
豊

作
が
ま
ち
が
え
な
い
」」
 農
業
の
保
護
助
長
のた
め
に
農
業
基
 
改
善
と
農
撒所
得
の
増
大を
ロ
指
し
！
 

lII内 in丹 

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
．
一力
畜
産
物
 
本
法
が
価
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
 
た
養
豚
、養
協
申
業
な
ら
び
に
土
地
【
 

や
曇
類
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
た
 
あ
りま
「
。
 

改
良
事
業
等
も
画
く
そ
の
緒
を
開
く
「
 

戦
前
g
l」
倍
から
五
倍
と
い
う
生
産
 こ
の
期
に
あ
た
り
我
た
も
農
家
の
方
 
に至
り
人
き
な
発
展
が
期待
さ
れ
つ
 叫
 

を
あ
げ
て
き
て
お
り
生
産技
術
に
大
 た
と
山
着に
そ
の
よ
つ
て
きた
る
と
 
つ
あリ
ま
す
o
？
 

【
 

き
な
濯
歩
をと
げ
て
き
て
い
る
こ
と
 
こ
ろ
を探
求
し
、
そ
の
壁
を
つ
き破
 
こ
γ巨
お
い
て
本
児
農
民
の
生
産
に

”
 

か
か
わ
る
農
林
畜
産
物
の
比較
展
小
『
 

編
四
日

（土
隈
ロ
）
 

五
農
高
仮
装
行
列
・
・
市
内
行
進
 

圏
五
H
（日
臓
H
)
 

収
穫
感
謝
祭
囲
会式
：
窮
一会
場
仕
青
舘
 

叫
上
自
衛
隊
音
楽
隊
・
・
牛
前
十
時
か
”革
ニ

時
ま
で
市
内
行
進
 

ト
フ
ク
タ
1‘
カ・l
ニ
パ
ルー
午
前
十
時
三
十
分
から
市
内
行
進
 

獅
子
舛
・
；
第
二
会
場
A
外
ま
た
は
講
堂
 

民
冊
大
傘
：
第
一
会
場体
育
舘
 

菊
花
展
覧
会
：
第
一
会場
会
期
甲
 

五
高
、
五
中
、
五
農
三
核
 

合
同
ブ
ーフ
ス
パ
ン
ド演
炎
会
・
・
粛
一
会
場
体
育
舘
 

圏
六
日
（
日
眼
日
）
 

登
山
ば
や
し・
粛
一
会
場体
育
舘
 

五
農
、
五
中
プ
ラ
ス
パ
ン
ド
；
牛
前
十
時
か
ら
 

十
一
蒔
ま
で
市
内
行
進
 

士
フ
ク
タ
ー
実
洞
会i
工
業
高
校予
定
地
（
湊
地
区
）
 

津
軽
地
区
市
議会
議
員
親
善野
球
大
会
；
北
斗
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
 

民
罰
大
会
・
・
市
二
会
場
講
堂
 

田
七
日
（
月
曜
日
）
 

嘉
瀬
奴
踊
、
十
三
砂
山
師…
作
削
十
時
か
ら
 

第
一
会
場
体
育
舘
 

x
HK
の
ど
白
慢
大
会i
午
後
一
時
か
ら第
一
会
場
体
育
舘
 

与

ク
タ
1
実
演
会
・
・
土
葉
高
撃定
地
（
湊
地
区
）
 

民
鵬
大
会
…
第
二
会
場
講
堂
 

田
八
ロ
（
水
眼
日
）
 

ミ
ス
農
村
コ
ン
テ
ス
ト
…
第
一
会
場
体
育
甜
 

市
内
選
抜
婦
人
芸
能
大会
：
窮
二
会
場
講
堂
 

上
フ
7
タ
ー
実
演
会

i
工
業
高
校
乏
ル
地
（湊
地
区
）
 

民
謡
大
会
：
窮
一
一
会
場
講
堂
 

圏
九
日
（
木
曜
日
）
 

褒
賞
授
与
式
並
閉会
式

i
第
一
会
場
休
青
諦
 

民
謡
大
会
・
・
市
二
会
場
講
堂
 

事芸能行事主 
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審
査
員
の
委
嘱
決
る
 

審
査
長
岩
崎
勝

直
氏

（？
麟
撃
 

畜
産
、
部
長
、
成
田
忠
俊
（
県
種
畜
場
藤
文
郎
同

）
、
福
士
緊
雄
（同
）
、
 

の
向
L

、
経
の
営
合
加
（
化等
、
農
業
の
近
代
的
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を目
的
と
し
て
五
所
川
原
市
が
主
催
し
青
質
が

協
費
し
て
開
か
れ
る
も
の

で
す
。
開
催
ま
で
あ
と
旬
日
を
残
す
の
み
で
展
素
事
務
局
で
は
開
催
推備
に
人
搬
で
す
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
催況
裡
に
終
らせ

た
い
も
の
で
す
。
以
下
農
業
祭
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

五
千
点
の
出
品
に
盛
況
 

な
ら
『
 

協
賀
行
事の
青
森
県
農
業
資材
展
覧
会

は
東
奥
H
報
創
刊
二
五
り
り
O
サ
紀
念

行
噂
」」
して
東
奥
日
報
社
と
市
か
共
催

で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
1
1
に
は
各
農
業
資
料
の
ほ
か
ア
メ
リ

カ
大
使
舘提
供
の
ア
メ
リ
カ
農
業
資
料

の
展
ル
も
あ
り
ま
す
。
 

芸
能
関
係
で
は
会
期
中
一
流芸
能
人
に

よ
る
民
謡
大
会
を
は
じ
め
、
五
日
に
は

農
業
磯
械
約
三
O
台
参
加
し
て
お
こ
な

わ
れ
る
上
フ
ク
タ
1
カ

ー
ニ
パ
ル
、七

日
に
は
N
H
K
の
ど
自
慢
大
会
、
八
日

は
市
内
婦
人
会
の逸
抜
芸
能
大
会
、
ま

た
陸
奥
新
軸
社
が農
業
祭
に
協
賛
して

お
こ
な
わ
れ
る
ミス
農
村
コ
ンテ
ス
ト

奮
」
晋
た
く
さ
ん
の
行
収
ぞ
計
画
し

て
ムな
さ
ん
の
お
い
で
を
お
持
ち
t
て
 

農
業
経
営
改
善討
論
会
は
県
内
の
農
民

が
と
の
よ
う
な地
域
的
条
件
の
な
か
で

ど
ん
な
問題
と
と
り
く
ん
で
い
る
かを

具
体
的
こ話
し
あ
い
を
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
る
．
 

す
で
に
発
表
者
と
こ
れ
に
対
す
る
助
（
」
 

者
も
決
定
して
お
り
、
こ
の
農
業
経
営

改
善
討
論
会が
今
後
の
県
農
業の
す
す

む
べ
き
道
を
ほ
う
向
づ
け
る
も
の
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 

な
お
こ
の討
論
会
に
は
米
づ
く
り
日
木
 
 

一
の
秋田
県
の
工
藤
雄
一氏
も
助
言
者
 

と
し
て
出
席
す
る
予
定
で
あ
ロ
。
 

圏
研
究
発
表
者
 

①
共
同
経
営
に
つ
い
て
 

西
郡
森
田
村
 
山
谷
藤
三郎
 

①
水
m
単
作
の
大
型
ト
ー
フク
タ
ー
共同
 

利
用
に
つ
い
て
 

南
郡
常
盤
村
 
三
浦
 
正
男
 

①
り
ん
ご
、
稲
作
複
合
に
中
小家
畜
多
 

頭
飼
青
に
つ
い
て
 

弘
前
市
新
和
 
小
山
内
初
三
 
 

圭
三
（
県
り
ん
ご
課
〕
い成
田
喜
右
工

門
〔
五
所
川
原
り
ん
ご
指
導
所
〕
、
佐

藤
貞
脱
〔同
〕
坂
本
一
裕
〔
五
展
〕
 

O
展
村
工
業
副
業
品
、
林
産
物
の
部

浅
利
賢
助
「
青森
市
〕
、幅
野
喜
ニ
郎
 

〔
県
農
務
課〕
、
伊
藤
清
蔵
〔
五
農
〕
 

1
1
一
橋
慎
一郎

〔同
 

④
土
地
改
良
の
推
進
 

上
北
郡
上
巾
町
 
阿
部
 
丈夫

⑥
り
ん
ご
共同
防
除
の
あ
ゆ
み
 

市
内
し
和
 
三

上
 
光
男

⑥
田
圃
と
酪
膿
を
主
と
し
た
展
業
経
営
 

西
郡
稲
垣
村
 
工
藤
 
伊
豆

司
会
者
に
は東
奥
日
報
社
事
業局
長
の

山
本
省
一氏
、
助
言
者
、
高
谷
善
孝
（
 

県
畜
濫
課
課
長
補
佐
）
、波
多
江
久
吉
 

（り
ん
ご
協
会
）
、
佐
冷
木
信
介
（
弘

大
助
教
授
）
の
県
内
の
権
威
者
が
顔
を
 
 

◇
第
一
会
場
（
五
農
校）
 

水
稲
、
陸
稲
、
り
ん
ご
、
果
実
（
ぶ
ど

う
・
、梨
、
柿
）
そ
さ
い
、
雑
穀
、
て
ん

菜
、
生
活
改
善
（
農
村食
、
作
業
衣
）
 

林
産
物
（
木
炭木
材
、
栗
、
く
る
み
）
 

農
村
工
業
副
業品
、
、
わ
ら
工
品
、
展

業
機
械
展
ふ
会
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農
業
祭
の
巾
心
行事
で
あ
る
農
産
物
、
 

林
産
物
，
畜
産
、
農
産
加
工
品
等
の
展

示
会
の
出
品
点
数
約
五
一
 
が
す
で
に

決
定
、
あ
と
は
山
品
物
の
搬
人
を
待
つ

ば
か
り
と
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

ま
た
併
催
行
事
レ」
して
青
森
県
農
機
具

協
会
と
市
が
共催
で
開
か
れ
る
第
士

r
 

回
全
国
優
昆
農
業
機
械
展
示
会
に
ぱ
全

国
の
一
流
メ
ー
力
ー
、
一
〇
O
社
が
参

川
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、耕
転
機
等
の農
業

機
械
を
第
一
（
五農
校
）
第
二
（
五中

校
）
の
両
会
場
に
展
一
小さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
大
日
か
ら
三
日
間
、
湊
地
区
の
工

業
高
校
予定
敗
地
で
午
前
ト
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
演
会
も

開
か
れ
ま
す
。
 

実
演
は
大
、
七
ロ
が
耕
起
お
よ
び
砕
L
 

実
演
、
八
日
が
しろ
か
き
災
演
を
お
こ
 

お
り
ま
す
。
 

農
産
物
等
の
各
地区
別
の
出
品
数
は
つ
ー
 

ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。農
村
工
業

副
業
晶
、
畜
産
物
を
の
ぞ
く
 

（
印位
は
点
数

青
萩
二
一
三
、平
内
五
一
、蟹
田
七
一

・

鯵
ケ
沢
一
四
大
、深
浦
一
O
大
、
木
造

一
「
一
九
、
稲
垣
一
二
九
、
弘
前
三
七
二

岩
木
一
一
天
、
黒
石
二
一
一
、浪
闘
．
 

四
一
一
、藤
崎
一
天
一
一
、大
鰐
一
一
六
、
 

平
賀
一
四
七
、五
所
川
原
大
二
八
、板

柳
四
八
四
、
金
木
三
一
四
、七
1
1一五

一
、野
辺
地
一
三
大
、
十
和
田
一
六
ヒ

三
沢
一
O
七
、
む
つ
八
一
、
大
簡
大
一

八
戸
一
三
八
、三
戸
大
七
、
五
戸
大
一
一

名
川
一
一
一
、合
計
五
O
「
◇
息
 

農
業
祭
の
中
心
行
半
で
あ
る
農
産
物
、
 

畜
産
物
共
進
会
の幕
査
員
に
つ
い
て展

業
祭
事
務
局で
は
こ
の
ぽ
ど
つ
ぎ
の名

氏
を
審
査員
に
委
嘱
し
ま
し
た
。
 

〇
審
査
長岩
崎
勝
直

（
農
林
省東
北
農

業
試
験
場
長
）
O
水
秘
、
雑
穀
、
そ
の

他
、
部
長
、
田
中
稔

J県
農
業
試験
場

長
）
〇
り
ん
ご
、そ
の
他
の
果
実
、部

長
、
木
村
葦
弥
（
県
り
ん
ご
試
験
場
長
 

）
〇
農
村
工
業副
業
晶
、林
産
物
、部

長
、
城
倉
可
成
（
県T
業
試
験
場長
）
 

農
業
機
械

の
各
種
展
示
 

多
彩
な
行
事
の
準
備
進
む
 

第
三
回
青
藤
県
農
業
祭
が
十
 
H
五
H
か
ら
九
H
ま
て
の
五
日
間
開
催
さ
れ
る
と
に
な
り
ま
し
た
．
こ
れ
は
本
県
農
民
の
生
産
に
か
か
わ
る
農
産

物
を
一
堂
に
展
小
し
て
比
較
検
討
す
る
と
と
も
に農
業
に
関
す
る
各
縄
資
料展
、
農
業
機
械
展
示
会
、
経
営
改
善
討
論
会
の開
催
に
よ
り
生
産
技
術
 

長
）
 
小

田
桐
一
雄
（
五
農
）
 
〇
箭

産
の
部
 

し
水
稲
の
部
 

O
モ
言
い
の
部
 

豚
・
・
右旅
武
醸
種
畜
場
〕
、
「
工
正
 

相
馬
幸
穂
（
県展
業
試
験
場
）
、山
田
平

尾
眺
郎
〔
県
農
業
試
験
場
〕
、近
藤
三

〔
金木
家
畜
保
健
衛
生
所
〕
、‘田
中
 

幸
雄
（
同
）
、安
田
直
不
三
（
同
）
、
 巌

〔
県
専門
技
術
員
〕
、成
田
重
珍
〔

剛
〔
五
農
〕
佐
腰
直
 

石
田
留
（
同
）
 
五

農
〕
一
．γ午
九
三
〔
同
〕
 

緬
羊
、
山
羊
…
斎
藤
盛
雄
〔
県
畜産
課
 

〇
玄
米
、雑
穀
、
ワ
ラ
工
品
の
部
 
〇
特
殊

チ
き
い
の
部
 

〕
、
“王
正
三

「金
木
保
健
衛
（一
 
〕
 

中
野
渡
冨
蔵
（食
糧
事
務
所
）
、平
泉
大

野
早
〔
県
農業
試
験
場
〕
、葛
原
四
田
中
剛
「
五
農
一
 

和
一
郎
（同
）
、
米
谷
巌
（
同
）
、佐
津

雄
〔
県
農
務
課
〕
 

農
業
経
営
改
善
討
論
会
 

7
日
議

第

一
会
場

（
班
）
で
 

《
名
え
て
い
る
。I
 

◇
第
一
一会
場
（
中
学校
）
 

醐
H
K

の
ど

自
慢
 

7
日
午
後
一
時
 

第
一

会

場
 

N
H
Kの
ど
自
慢
素
人
演
芸会
を
七
日
午
俊
一
時
か
ら
五農
校
体
育

舘
）
じお
こ
な
う
。
 

出
場
希
望者
は
曲
目
、庄
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
を
明
記
して
（引

復
ハ
ガ
キ
で
十
月
」
干
日
ま
で
市
排
内
背
森県
農
業
祭
事
務
局ま

で
申
込
み
く
だ
さ
い
。欧
曲
、
歌
謡
曲
に
出
演
の
かた
は
伴
奏
楽
済

一
部
ご
持参
く
だ
さ
い
。
 

!
,
 

農
業
資
材
展
覧会
、
物
窟
農
、錦
石
展
 

会
場
案
内

舞
静
噴
ト多
1
展
示
 



郵
政
省で
は
九月
一
日
か
ら十
月
ニ
十
 

n
v

一
日
才
で
「
国
を
家
庭
を
明
るく
築
く

ル
．

郵
便
貯
金
増
強
運
動」
と
し
、こ
の
期

六
眼

間
中
、大
蔵
省
、自
治
省
、
地
方
公
共
 

最
慰
毛
忽
熟
翻
象

薮
の
 

)
，

も
と
に
郵
便
貯
金
の
社
会
的
便
命
、
そ

一
雄
の
安
全
有
利
性
を
広
く
市
民
のみ
な
さ

く
 
ん
に
お
し
ら
せ
し貯
蓄
の
増
強
を
は
か
 

る
こ
とに
な
り
ま
した
の
で
ご協
力
の
 

、
ノ
 
ほ
ど
お
ね
が
い
い
た
しま
す
。
 
一

ロ
 
一
郵便
貯
金
は
明
治
八
年
創
業
以
来
簡
 

便
、
妥
全
、
有
利
な
貯蓄
手段
と
し
て
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原
 

所
 

五
 

か
る
た
め
、
」馴劇
窒

馴

彫
か
 
ニ
 
本

市
の
産
業
 
展

済
漕
の
粗
収
入
が
四に
禄
円
そ

の
ほ
かに
こ
れ付
す
い
した
自
欝
こ

お
り
、草
地
改
良
、枝
肉
篇
段

会
議
主
催
の第
一
回
五所
議
市
総
台
場
で
展
示会
、発
表会
な
どの
行事
が
菊
貨
（
晩
光
会
）
 
」
百

4
前
九
時
（
法永
寺
）
 
分
か
ら舞
早

貧
で
 

高
い
裏令
を
吋
欧
「
」、
普
F
し
 

と
折

得

D
現
兄
 

で
全
国
平均
から
かな
早
回
つ
てお
料
の
供
給策
、
田
荷
の体
制
に
つs
P
等
に
対
し
て
も
事業
費
の四
割
か
ら八
文
化
祭
は
十一
月
」
百
か
ら
五
日
まで
お
こ
な
わ
れ
る
。
 

た
だ
し菊
花
展
は
三
、四
日
の
み
 
〇
又
学
の
つ
ど
い（
津
軽文
学
の会
）
 
1

1

芭

下
 
新

宮
町
1
3
 

ー
 

り
、近
年
ニ
」
勇の
独位
分
居
等
によ
も
、
嘉
の
豊
、
枝
肉
鴛
施
設
の
割
の
助
成を
す
る
こ
と
に
なつ
てい
ま
中
央
公暴
お
ょ
び
商
工会
議
所
、用
震
一
貧
（
」
百
から
五日
ま
で
）
 O
発
表会
午
一
月
」
百

）
 

 
四
日
護
一

時
（
教
夏
舘

）
 

1
 
1
t

一
一
一
 
叫
日
、錦
 

り
益
h零
細
化
し
経営
に
困
難
を
来
し
 

〇
カ
メ
ノ
ヤ
ホー
ル
 

じ
用
小
学校
（
午
前十
時
か
ら
）
 
o
お
零の
会
（
茶道
裏
千家
和
敬会
）
 
処
理
日

程
 

町
3
41
3
 

て
い
る誤
で
雪

他
葉

と
の所
得
 

‘
と
 

与

・
こ
 《
ト・
‘
L
ー
 
・
二

・
』
（4
・L
‘
 
と

‘
 
生

貨
（
国
曇
、
帯
癖
究

会
）
洋
舞
製
会
（
算

冨
士子
鴛
研
兜
 
四
日
午
前
十
時
（カ
メ
ノ
ヤ）
 

1
42
4習

の
葉
が
さ
ら
に
ひら
き
つ
つあ
り
ま
 

雌
一
一
，
岸
ク
巨
い

・
」
以
・
一
玉
鶴
屍
凸

r
 

写
興展
（
五
光
会
、
作
家
蝦団
、あ
す
所
）
 
景
下
曳

歌
大
会
（
五所
川
原
蔵
会
幾
島
町
5
1
52
6日
、柏
番

5
鎗
日
 

す
．
 

，
ー
 

二
ー
ノ
『
1
 
ー
 
ー
ノ
 
，
‘
ー
 ノ
 
（
ー
 
ノ
ー
．
 

な
ろ
会
）
 

合
唱
発
麦
会
（
五所
川
督
唱
会
）
 
）
 

上
平
井
町
6
1
62
7日
、
中
平
井
町7
1
7
 

国
が
畜
産
物
と
畜
産に
よ
る
農
家
所
得
 

一
国
の畜
産主
 
護」
籍
然
〉鱗

薮
難
「輔
務
隷
銃
窮
護
「
が蟹

騒
鶴
麗
難
黙
 

産

地

形

成
の

目
的
 
当

季

生
藷

荷
し
響
吉

夏

す
本
市
の
肇
の
蕊
は

履
業
が
産
業生
大
8
頭
を
、最
終年
度
には
常
時飼

の
た
め
要
に
対
して
ニカ
年
に
わた
 

畜
産
主
産
地
形
成
の
 

み
な
さ

ん
の
貯
金
が

こ
ん
な

に
有
益
に

使

わ
れ

て
い

ま
す
 

郵
便
貯
金

増
強
運
動
か
ら
 

定
の
内
報
が
あ
り
、近
日
中
に
本折
定
さ
れ
る
運
び
と
な
りま
し
た
。
こ
の
指
定
は
、次
の
よ
ろ
な
内
容
に
な
つて
い
ます
。
 

か
ね
て
か
ら
農
林
省に
実
群
画
書
を
裾
し
、
市
業
の
楚
を
申
請
中
の
畜
産
主
産
地
形
成事
業
が
、本
県
で
は
、五
戸
町
と
本
市の
ニ
カ
所
指
 

の

財

政
的

援
助
 

‘ー
j
ー
．
．「
ー

．
ー
．ー
・
‘、
‘，
『
ー
“
一
ー
iー
「i

ー
ー
‘
，
ー
j
ー
ー
i
ー
く
‘ー
 

'
I
「
，
‘」よ
‘
山
！
一
 

一
 

広
く
み
な
さ
んの
あ
い
だ
に利
用
さ
れ

れ
学
校
、
病
院
、
保
健
所
、あ
る
い
は
 
てい
る
 

予
託
金
、
一九
四
〔
一
・O
〕
 

個
人
経
済
の
安定
の
た
め
役
立つ
て
き
ど
・
っろ
、
橋
、
上
下
水道
ら
の
建
設に
 
⑦
日
木
国
有
鉄
道
、電
信
電話
公
社
計

一
一5
四
五
〔
一0
〇

・
〇
O
〕
 

た
が
面
一
些
千

七
万
億
円
ク
昭
和
つ
か
わ
れ
て
い
る
・
 

、
呆

議
公

団
ら
へ
か
しだ
さ
れ
わ
が
三
 
資
金
運用
部
資
金
運
用
状
況
 

三
十
大
年八
月
未
現
在
ク
に
のぽ
る
郵
 
②
住
宅
金
融
公
庫
や日
本
住宅
公
剛
国
の
交
通
、通
信
の中
枢
機
関
で
あ
る
三
十
大
年
五月
未
 単
位
億
円
 
〔梅
 

便
貯
金
は
大
蔵省
資
金
運
用
部
資
金
の
に
か
しだ
さ
れ
住
宅
難
の
解
消に
役
立
国
鉄
、
電
話
さ
らに
は
道
路
のか
く
張
成
比
〕
 

過
半
を
占
め
わ
が
国
の財
政
投融
計
画
つ
て
い
る
。
 

や
整
備
に
役立
つ
てい
る
。
 

長
期
国
債
、七
ニ
七
〔
三
・
五
〕
 

」交
く
こ
と
ので
き
な
い
存
在と
な
つ
 
⑧中
小
企
業
金
融公
庫
や
国
民
金
融
 
⑧
北
海
，策
北
公
庫
に
か
しだ
さ
れ

短
期
国
債
、
二
O
七
四
〔
九
・
九
〕
 

て
い
る
。す
な
わ
ち
、こ
の
資
金
は
つ
 公
庫
に
か
しだ
さ
れて
、
中
小
企
業
の
 
北海
道
お
よび
東
北
地
方
の
資
源
開
発

一般
会
計
お
よ
び
特
べ
っ
会
計
、四
o
 

ぎ
の
よ
う
にわ
が
国の
経
済
開
発
や
民
事
業
資
金
と
して
供
給
さ
れ
てい
る
。
 ゃ
嚢
し

ん
こ
う
にや
く
だ
つて
い
ま
九

〔
二

・
O
〕
 

生
安
足
の
だめ
必
要な
部
分に
く
ま
な
 
田
展
林
漁業
金
融
公
庫
に
か
しだ
さ
 
す
。
 

‘
 
政
府
か
んけ
い
き
かん
、
八
一
三

〔
 

く
供
給
さ
れ
てい
る
。
 

れ
農
作
業
の機
械
化
や
漁
船
、漁
網
な
一
一
資金
運
用
部
資金
構
成
状況
 

三
八
・
さ
 

《
m
都
市
府
県
や
市
町村
へ
か
し
ださ
ど
の
購
入
賢
金
と
し
役
立
つて
ハ
る
 
」
干大
年
五月
末
、単
位
書
「
護
ぐ
内
 
訳
 

る
た
め
に
助
成を
溝
ず
る
ニと
に
な
っ
霜

の
八
五
％
を
しめ
市
の
経済
の
基
議

警
万

頭
、
出
荷
頭
数
一万
七
千

り
一
千
万
円
の
事業
に
対
し
、杏
労
 

の
増
大
と
家
族
経
営
の
自
立
化を
確
立
 
コ
し」噴
．
 

，
己
t
一
「
レ
ミ
1
ォ
 
，
ロ差
，
‘
豆
に
し己
七
己
1
え
‘
び
て
まr
自
，

F
a杯
a
豆
を
多
六
す
こ
とと
に
た」
ーヲ
月
〈
房
畔
ザ
互巨
航
 
升
ヌ
れ折
用
り
与
杉
 
プ
フ
ノ1
ォ
ー
オ
望
α
《
咲．
一表
調
加
葡
m刻
恰
）
 
、
 

」
「
二
い
い・
」
「
「
り
『
ー

J
，
三
一
 

て
い
ま
す
。
 

盤
と
な
つ
て
い
ま
す
が
、そ
の
農
業
も
頭
に
し
よ
う
と
す
るも
の
で
あ是
す

円
の
補
助
金を
交
付
す
る
こ
と
に
なつ
五
所
巌
中
央
公
器
、

市
文
化振
興
小
学
校
、
力
メ
ノ
ヤ
ホ
ー
ル等
の
雲
盆

裁
展
（
鍵
会
）
 

く
 

～
 

三
 

本
市

の
畜

産
主

産
地

形
成
の
目
標
 

こ
の
よ
う
な農
家
経
済の
危
機
を
解
消

す
る
た
め
に
は
、主
要
産
業の
振
興
は

勿
論
の
こ
と
、他
に
見る
べ
き
産
業
を

も
た
な
い
当
市
と
し
て
は
、
畜
産
の振

興
を
は
か
り
農
業
経
営の
生
席桂
を
拡

大
し
て
所
得の
増
を図
る
た
め昨
年
度

来
計
画
を
た
て推
進
し
て
来
た
の
で
す

が
、
今
度
更に
椿
豚
に
よ
る
畜
産
主
産

地
形
成
事
業の
実
施
によ
り
、今
年
度

か
ら
向
う
五
カ
年
間に
、
種
豚
飼
育
所

十
四
カ
所
を設
賢
して
増
殖
の基
盤
を

作
り
、名
頭
飼
育
の指
導
奨
励に
よ
り

五
〇
頭
飼
育
展
家
二
七戸
、
二
（
嶺
飼
 

育
農
家
二
二
O
戸
、
一
般
飼
育農
家
 
徹
底
す
るの
が
目
的
で
内
容
はつ
ぎ
の
 
来
の
展
望
等
を表
小
し
、わ
か
り
や
 

産
地

形
成
事
業
へ
 

以
上
が
畜
産主
産地
蔑
業
の
大
要
そ
の
よ
う
な
委
の
除
去
噴
轟
じ
て
割
を
は
たす
も
の
と
期
待
され
ま
す
・大
時
」
干
分
か
ら
）
 

⑤
日
本
開発
銀
行
、電
源
開
発
会
社
比
」
郵
便
貯金
お
よ
び
郵便
振
替貯
金

に
か
し
だ
さ
れ
、電
力
を
は
じめ
鉄
綱
予
託
金
、
一
一
一七
大
（
五三
・
一
）
 

遭
船
な
ど
日
本
け
い
ざ
い
の基
礎
産
業
簡
易
生
命
保
険
お
よ
び
郵便
年
金
予
託
 

の
坪
興
に
買
献
し
い
る
 

金
、
一
三八
五
（大
・
五）
 

⑥
日
本
輪出
入
銀
行
へ
か
しだ
さ
れ
厚
生
保
険
予
託
金
四
大
四一
（
二二
・
 

一
般
金
融
摘
関
が
お
こ
な
う輪
出
入
お
一
）
 

よ
び
海
外投
資
に
関
す
る金
融
を
補
充
そ
の
ほ
か
予
託
金
、三
大
七
五
〔
一
七
 

し
て
わ
が
国
貿
易
の
助
長
に
や
く
だ
つ
・
四
〕
 

東
奥
日
報
社で
は創
刊
二
五O
O
O号

記
念
事
業
の
ー
つと
し
て第
三
回
青
森

県
農
業
祭
に
協
賛
す
る
肖森
県
農
業
資

材
展
覧
会
を
市
と
共
催
で
十
一
月
五
日

か
ら
九
日
ま
で
五
日
間
、展
業
似
爺
一
一

会
亀
（
五
所川
唇
学
校
）
で
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
した
。
 

こ
れ
は
農
業
生
産資
材
の
め
ざま
し
い

発
展
が
農
業生
産
力
の
飛
躍
的
増
大
の

一
大要
因
と
な
つ
て
い
る
こと
と
、
技

術
農
業
確立
が
新履
政
の
一
環と
し
て

う
ち
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
かん
が
み

こ
れ
ら
資
材
に
つい
て
の正
し
い
知
識

の
つ
か
い
方等
を
農
業
生
産
者に
一
層
 

農
 業
資
材
展
覧
会
 

あ
ら
 

ー
 
ー
 

・
 
資
金
の
融資
が
行
われ
る
こ
と
に
な
つ
 
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
ると
思
われ
ま
事
業
は
当
市
の
産
業の
振
興は
も
ち
ろ
好
会
）
 

し
ニ
み
D
r一
とo
 

、ゴ
J

、
・ー
 

I
 

’
 

u
ノ
‘
ビ
ー
 
て
い
ま
す
‘
 

+“
か
、国
で
は
公
団
等
の
明
働
によ
り
ん
の
こ
と
、経
済
の伸
長
に
大
きな
役
O
中
央
公民
舘
（十
一
月
五
日
、
午
険
 
‘
1
‘
・
ー
‘
・
・‘

I・
・‘
 

東
奥
日
報
が

協
賛

開
催
 

よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

圏
展
ホ
、陳
列
品
 

0
農
薬
、
肥
料
、
農
機
具
、
水
温
上
昇

剤
、
上
壌
改
良
剤
、
除
草
剤
、乾
燥

剤
落
黒
助
止剤
、
保
温
材
料
、飼
料

包
装
め
荷
資
材
、
そ
の
他
。
 

O
ア
メ
リ
カ
大
使
舘提
供
ア
メ
リ
力
農

業
墨
小
資
料
。
 

圏
展
小
方
法
 

図
板
、写
典
、
標
本
、
現
物
．商
品

見
本
等
で
系
統
的
に
農業
資
材発
展

の
段
階
を顧
み
ると
と
もに
青
森
県

農
業
の現
状
に
即
応
した
農
業
資材

の
役
割
り
、使
用
万
法
、
さ
ら
に
将
 

整
備
な
と
も年
次
別
に
計
画
し
て
ある

す
。
そ
の
ほ
か
こ
の
事藩

進
の
た
め
 
ですが
、
一般
に
は
、
万
量
生
産に
よ
保
護
育
航
す
る
こ
と
に
な
つ
てお
冬
日

本
舞
踊
発
表
会
（
一ニ
三
会
）
 

で
弘
前
市
下
白
銀町
、
陸
奥
新
報
社内
 

わ
け
で
す
、
 

に
必
要
な
経
費
に
つい
て
農
業
近
代
化
る
価
格
の
）（
書
ルな
ど
多く
の
委
を
す
。
こ
の
よ
う
に
、畜
産
主
産
地
形
成

ヴ
イ
オ
リ
ン演
奏
会
（
ヴ
イ
オ
リ
ン愛
 
「ミ
ス
津
軽
」
コ
ンテス
ト
係
あ
て
申
 

ろ
いろ
財
攻
的
な
こ
と
が
笥
臨
に
な
る
 
》
ー
 

‘
一
 
．
 Z

ー
 
一
ー
 一
J
1

1
メ
ノ
ー
 

／
一
．
 

な
ろ
会
）
 

合
唱
発
麦
会
（
五所
川
原
A鵬
会
）
 
)
 

助
賛

開
催
 
鞭
無
会
級
酬

同
好
会
）
？「
鰭
熱
雄

ー会
）
 o糾
鷲
競
雛
難
 

ー
‘
」
 ？
コ
 

パ
ー屍
（

パ
ラ
会）
写
真
展
（五
光
会

論
発
裏
会
（
宮
城
双
巣
会
）
 

五
H
午
前
十
時
（カ
メ
ノ
ヤ）
 

1捷
鷲

け
る
。
 

作
驚
団
、あ
す
な
ろ
会
）
 
ル

剥
轟

（
罰
釦
。
 

ー
 

醸
一
難
難
（
琴
 

の
P
R映
圃
、ス
ラ
イ
ドの
映
写会
 
ー
 
ー
 
ー
ー
 

と
と
も
に
各
メ
l
カ
ー
の
P
R映
画

を
映
写
す
る
。
 

圏
農
事
相
談
室
開設
 

県
お
よ
び試
験
場
、各
指
導
機
関
団

休
か
ら専
門
技
術者
の
派遺
に
より

稲
作
、り
ん
ご
、畑
作
等
に
わ
た
り

生
産
技
術
、経
営
に
つ
い
て
一般
来

場
者
の
相
談
に
無
料
で
応
す
る
。
 

日
本
国
有鉄
道
一
三
大
O

、
中
小
企
業

金
融
公
庫
九
一
九
、住
宅
金
融
公
庫
九

九
大
、国
民
金
融
公
庫
七
〇
五
、電
電

ハ
荘
一
二一
、展
林
漁
業金
融
公
庫
六
 

日
本
闘
発
銀行
二
C
九
〇
、日

本
輪
田
入
銀
行
八
一
四
、
北
海
道
東
北

開
発
二
五大
、
鉄
道
債
券
一
〇
〇
、電

電
債
券
二
四
、北
海
道
東
北
債
券二
四

医
療
公
庫
二
〇
 

地
方
公
共団
体
五
二
三
二
（
二
四・
九
 

）
金
融
債
一
大
七九
（
八
・
O
）
電
源

開
発
会
社
一八
三
大
（
八
・
七
）
 

そ
の
ほ
か
九
大
一
（
四
・大
）
、
現
金
 

計
二
一O
四
四
（
一O
〇
。
O
〇
 

）
な
お
地
方
公
共
団
体
へ
の
融
資
の
う

ち
東
北
各県
分
の
う
ち
わ
けは
別
表
の

と
お
り
です
。
 

資金運用部管内融資状況 
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繊驚鷺鷺馴 
豪
華
な
行
事
で
協
賛
 
灘
舞

詳

旬会
 

農
業
祭に
協
賛
し
て
陸
奥
新
報
社と
市

が
共
催
で
農
業
祭記
念
ミス
展
村
コ
ン

テ
ス
ト弾
ハ
日
五
農
高
校
体
育
舘（
第

一会
場
）で
開
催
しま
す
の
で
多数
参

加
く
だ
さい
。
実
施
要
項
は
つ
ぎの
と

お
り
で
す
。
 

参
加

地

区

：
津
一地
区
窪
者
 

年
 

令

：
商
十八
才
以上
二

十
五
才
玉ょで
の
米婚
の
女
性
 

賢
 
格

…
職
業
、在
学
、有

無
制
雌
な
し
 

服
 

装

…
本
人
の
自
由
、な

る
べ
く軽
装
の
こと
、
農
村
改良
着
、
 

事
務
服
着
用
し
て
も
よ
い
。
 

参
 
加
 
料

…
無
料
、開
鑑

五

所
川
原
市
ま
で
社
被
旅費

（
実
費）
支

給
 

、
、
か
農
村
コ
ン

テ

ス
ト
 

陸
奥
新
報
協
賛
で

開
催
 

弱
劇
発
表会
（
留
グ
ミ

の
実
）
 

軽
音
墾
発
表
会
（
楽団
ブ
ル
ー
リ
ポ
ン
 

)
 申

込
方
法

：
本
人
の
最
近
撮
影

の
写
各具
（手
札
判
上
半
身）
を
添付
し

て
住
所
、氏
名
、
年
A“
、取
業
、
体
重

身
長
、
趣
味
を
記
して
申
込
む
こと

審

査
方
法

・
‘睦
奥
新
報
社
委
嘱

の
構
査
に
て
審
査
 

発
 
表

・
・
＋
一
月
八
日会
場

に
お
い
て
午
前
十時
か
ら予
選
に
ひき

つ
づ
き決
勝
を
お
こ
な
い
、ミ
ス
津
軽

一名
、
準
ミ
ス
三名
を
決定
た
だ
ち
に

発
羅
す
乙
。
 

表
 

彰

・
・
白
陸
奥
新
報社
賞

な
ら
びに
副
賞
、
O
県
知
事賞
外
副
賞

推
せ
ん
制

…
第
三者
の
推
せ
ん

で
も
よい
た
だ
し
コ
ンテ
ス
ト出
場
に

つ
い
て
突
の
託
諾
を
必要
と
す
る
・
 

、申
 

込

・
・＋
月
」
干
一日
ま
 

)
 

優
良
納
税

者
・
表
彰
 

務
時
間
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
変
更
にな
り
ま
す
。
 

平
日
は
午
前
八
時
三十
分
から
午
後
四

時
ま
で
（
昼休
み
は
零
時
か
ら零
時
三

＋・
分ま
で
）
土園
日
は
午前
八
時「
干
 

昭
日
、
下
平
井町
8
1
82
9日
、
十
川
町

昭
日
 
敷島
町
。而
1
92
03
0日
、
旭
町
 

1
11
2別2
2日
、
大
町
持
2
3日
、
寺
町
1
 

1
4別
日
、岩
木
町2
b
2
5日
、
川
端
町
 

3
4
（
錦肖
、
本
町
5
1
51
62
8日
、
布

屋
町
8
1
8日
、
鎌
谷
町8
1
8日
 
新
町
 

9
汐
日
、
柳
町
1
02
0日
、
元
町
n
日
、
 

田
町
l

2
12
2日
、
栄
町
2
2
3日
、
平
和

町
1
11
2日
 

十
週
年
にな
り
ま
す
が
市で
は
税務
署

県
税
事務
所
の共
催
で
十
一
月
一日
午

前
十
時
か
ら中
央
公
民
舘で
優
良
納
税

貯
蓄
組
合の
表
彰
お
よ
び
納
税
功
労
者

の
表
彰
、座
談
会
等
の
記
念
行
事を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

。
喪
彰者
（
関
係
分
）
 

優
良
納
税
貯
蓄
組
台
 

本
町
納
税
貯
蓄
組
合
、
大
町
納税
貯
蓄

組
合
、
上
平
井町
納
税
貯蓄
組
合
、
田

町
第
一
納
税
貯
書組
合
、
鶴
ケ
岡
納
税

貯
蓄
組
合
、
福
山
第
二
納税
貯
審
組
合

浅
井
納
税
貯
蓄
組
合
 

納
税
功
労
者
 
原
又「
廊
（
本
町）
、
 

佐
A
木
饗
吉
（
本
町
）
、皿
山
文
」
露

へ新
町
）
 

農
業
祭
出
品
 

搬
入
詔
「
鉄
叫
三
＋
分
 

市
内
の
出
品
者
で農
林
雌物
お
よ
び作

業
衣
の
搬入
は
一
百
午
前八
時
半ま
で

各
支
所
に搬
入
して
く
だ
さ
い
ま
た
農

村
食
の
搬入
は
四
日
正
年ま
で
第
一
会『
 

場
（

五
農
校）
  
にお
ね
がい
しま
す。

 
一
 

」
懸鷲
雑
 

納
税
貯
蓄

組
合
法
が

誓
（
一
し
て

こ
と
し
で
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三
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ョ
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